
1977年以前出土の木簡

藤
原
武
ニ
・
水
野
和
雄

倉
氏
の
城
下
町
で
、

剛大
年
以
降
発
掘
調
査
と
整
備
が
継

ヽA

寺
続
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
最

乎⑫
近
で
は
町
並
み
立
体
復
原
な
ど

史
跡
公
園
と
し
て
の
整
備
が
進

7
 
6
 

一
九
六
七

一
乗
谷
は
戦
国
大
名
越
前
朝

の
概
要

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

調
査
担
当
者

遣
跡
の
種
類

城
館
跡
・
城
下
町
跡

（
第
九
次
調
査
）

福
井
市
城
戸
ノ
内
町
字
新
御
殿

福
井
県
教
育
庁
朝
倉
氏
遺
跡
調
査
研
究
所

遺
跡
の
年
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

ん
で
い
る
。
調
査
の
な
か
で
最
も
注
目
を
浴
び
た
の
が
一
乗
谷
の
中
心
部
に
位

置
す
る
朝
倉
館
跡
の
発
掘
で
あ
る
。
門
・
土
塁
・
礎
石
建
物
・
庭
園
な
ど
戦
国

大
名
の
居
館
の
全
貌
が
我
が
国
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
。
館
内
部
の
調
査
を
お

え
て
外
濠
の
一
部
が
発
掘
さ
れ
た
。
外
濠
は
館
の
山
側
以
外
の
三
面
に
水
濠
と

発
掘
調
査
区
は
、
館
の
北
側
の
濠
の
暗
渠
の
出
口
の
下
付
近
に
設
定
さ
れ
た
。

こ
の
暗
渠
は
館
の
内
部
の
排
水
を
土
塁
の
地
中
を
通
っ
て
濠
へ
排
出
す
る
機
能

を
持
ち
、
し
か
も
こ
の
賠
渠
に
至
る
溝
は
庭
園
・
会
所
（
泉
殿
）
・
常
御
殿
・
主

殿
・
遠
侍
・
上
台
所
・
台
所
な
ど
館
内
の
主
要
な
建
物
の
間
を
め
ぐ
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
直
接
関
係
す
る
遺
物
の
出
土
が
予
想
さ
れ
た
。
調
査
区
は
き
わ
め
て

部
分
的
で
濠
の
一
部
分
、
長
さ
二

0
m
、
面
積
一
七

0
面
に
す
ぎ
な
い
。
検
出

し
た
濠
の
幅
は
上
端
で
八

m
、
底
で
は
四
ー
五

m
、
深
さ
は
土
塁
基
底
部
か
ら

三
・
ニ

m
で
あ
っ
た
。
濠
内
に
は
七
層
の
堆
積
土
が
あ
り
、
上
か
ら
三
層
目
の

暗
灰
褐
色
有
機
質
粘
土
層
を
中
心
と
し
て
、
多
数
の
木
製
品
が
カ
ワ
ラ
ケ
や
金

属
製
品
、
自
然
木
、
植
物
の
種
子
、
木
炭
、
貝
殻
、
動
物
遺
体
な
ど
と
混
在
し

た
状
態
で
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
付
札
を
は
じ
め
と
し
て
札
、
柿
経
、
将
棋
の

駒
な
ど
墨
書
の
あ
る
木
製
品
が
三

0
0点
近
く
あ
っ
た
。

戦
国
時
代

5
 
4
 
3

発
掘
機
関

2

調
査
期
間

一
九
七
三
年
（
昭
48)
八
月

i
九
月

し
て
め
ぐ
っ
て
い
る
。

1

所
在
地

福
井

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
一
五
）
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今
日
は
こ
つ
朝
倉
館
外
濠
出
土
の
墨
書
木
製
品
の
テ
ち
付
札
三
二
点
に
つ
い

て
報
告
す
る
。
こ
れ
ら
の
ぼ
と
ん
ど
は
す
で
た
概
報
や
報
告
書
で
写
真
・実
測

図
・
釈
文
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
新
た
に
釈
文
を
再
検
討
し
（
原
稿
を

作
成
し
た
。

８
　
木
衡
の
釈
文

〓
内
容
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□
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い
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Ｈ
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⑭
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御
屋
形
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」
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少
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少
将

（
ф
↓
）
Ｘ
ド
ヽ
Ｘ
ｒ
Ｏ
　
一
∞
Φ

①18)⑩
■
，
お
撃

・
「
＜
少
将
」

。
「
く
少
将
」

。
「
＜
少
将
」

。
「
＜
少
将
」

。
「
＜
こ
し
ま
」

ｏ
「
＜
と
し
ま
」

。
「
く
こ
し
ま

ｏ
」

。
「
く
と
し
ま
δ
」

・

＜
こ
し
ま
」

・

＜
と
し
ま
」

ｈБ
々
い
い
Ｘ
ド
６
　
鵞
導

φ
ド
×

い
０
×

一
　

衆
蔦

０
や
Ｘ
一
ф
Ｘ
囀
～

　
一
ф
〕

い
∽
Ｘ
ド
“
Ｘ
〕
　
０
∞
や

Ｇ
ｅ
ｘ
慧
卜
】

Φ
驚

金
じ
ｘ
慧
メ
ヽ
　
３
Φ

岸
ω
∞
Ｘ

】
ド
Ｘ

∞

中
ｏ
∞
Ｘ
中
■
×

Φ
６

134

愚   愚



1977年以前出土の木簡

①
　
・　
＜
口
口
□
酌
即
回
　
」

＜
． ＝

訓

」

llD

。
「
＜
御
形
御
番
部
屋
　
　
　
」

。
「
＜
永
禄
十
年
正
月
十
三
日

三
番
衆

　

　

　

」

。
「
＜
か
ん
回
　
」

。
「
＜
口
日
Ｈ
□
」

。
「
＜
ｏ
御
は
た
屋
と
の
　
　
　
　
　
　
」

。
「
＜
。
永ヽ
禄
四
年
五
巾
糾
麹
田
引
‐‐
Ｈ
□
尉
」

ｏ
「
＜
く
ら
ほ
ね
六
日
之
内
　
　
　
　
」

。
「
＜
永
禄
三
年
五
月
十
三
日
聯
鮒
甚
介
」

「
＜
□
□
回

□
□
□
□
□

。
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ｏ
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ぎ
戸
」

。
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ｏ
す
ぎ
ど
」
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ω
×
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Ｏ
μ
ド

の
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「
は
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名

□

ｏ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”聟
μ賃
Ｐ
ニ

こ
れ
ら
の
付
札
や
他
の
墨
書
に
永
禄
年
間
の
年
号
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
館
が
朝
倉
氏
の
最
後
の
当
主
義
景
の
館
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

①
を
①
の

「少
将
」
は
朝
倉
義
景
の
最
後
の
妻
で
あ
る
斎
藤
氏
の
女
房
名
を

記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
女
性
の
名
に
つ
い
て
は
、
『朝
倉
始
末
記
』

に
は

「小
少
将
」
、
続
群
書
類
従
本

『
越
州
軍
記
』
に
は

「少
将
」
と
書
か
れ
、

日
本
思
想
大
系

『蓮
如

。
一
向

一
揆
』
所
収

『
越
州
軍
記
』
に
は

「小
将
」
と

さ
れ
、
軍
記
物
の
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
に
異
同
が
あ
る
。
最
も
流
布
し
た

『
朝
倉

始
末
記
』
に
よ
る

「小
少
将
」
と
い
う
名
が
こ
れ
ま
で

一
般
に
い
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し

『朝
倉
始
末
記
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
日
付
や
表
記
な
ど
に
誤
り
が
多

く
、
む
し
ろ

『越
州
軍
記
』
の
方
が
内
容
が
正
確
で
あ
る
こ
と
が
最
近
わ
か
っ

て
き
た
。
本
木
簡
の
記
載
は
そ
う
し
た
軍
記
物
の
本
文
研
究
の
成
果
と

一
致
す

る
。
す
な
わ
ち
彼
女
の
正
式
な
女
房
名
が

「少
将
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

①
の
中
程
の
二
字
は
判
読
不
能
。
「
ま
い
る
」
は
書
状
の
宛
先
の
脇
付
に
使
わ

れ
る
独
特
の
字
体
で
あ
る
。

⑩
の

「御
形
」
は
こ
れ
ま
で
義
景
の
妻
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
「お

か
た
」
は
子
の
呼
称
で
も
あ
り
、
「御
方
」
と
も
表
記
さ
れ
る
。
番
衆
が
お
か
れ



て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
⑭
の
「御
形
」
は
朝
倉
義
景
の
嫡
男
阿
君
（当
時
六
歳
）

に
比
定
さ
れ
る
。

⑫
は
墨
痕
明
際
で
あ
る
が
、
三
字
目
の
字
画
が
判
然
と
せ
ず
難
読
で
あ
る
。

当
時
は
割
合

「
か
」
と

「く
わ
」
の
表
記
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
か
ら
、
記
載
内
容
の
可
能
性
と
し
て

「鍵
子
」
「巻
数
」
は
難
し
い
。　
む
し

ろ
監
寺

（カ
ン
デ
・
カ
ン
乙

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

の
の

「
は
し
」
の
裏
面
に
は
上
部
に

一
文
字
分
の
墨
痕
が
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
ま
た
朝
倉
館
跡
の
調
査
報
告
書
に
の
せ
る
付
札
２３
に
は
、
墨
書
の
存

在
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

な
お
今
回
報
告
し
た
二
二
点
の
付
札
の
う
ち
、
⑭
⑫
⑬
は
水
漬
状
態
で
あ
る

が
、
他
は
す
べ
て
録
存
処
理
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
墨
書
の
跡
も
き
わ
め
て
良
好
に

保
た
れ
て
い
る
。

今
回
の
報
告
に
あ
た
り
福
井
県
立
博
物
館
の
山
形
裕
之
氏
の
ご
高
配
を
え
た
。

９
　
関
係
文
献

福
井
県
教
育
委
員
会

・
朝
倉
氏
遺
跡
調
査
研
究
所

『特
別
史
跡

一
乗
谷
朝
倉

氏
遺
跡
Ｖ
　
昭
和
四
八
年
度
発
掘
調
査
整
備
事
業
概
報
』
盆
九
七
四
年
）

福
井
県
教
育
委
員
会

『特
別
史
跡

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
Ｉ

朝
倉
館
跡
の
調
査
』
全

九
七
六
年
）

（佐
藤
　
圭
）

漢
簡
研
究
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
開
催
さ
る

去
る

一
九
九
二
年

一
二
月

一
二

。
一
三
の
両
日
、
関
西
大
学
に
お
い
て

同
大
学
東
西
学
術
研
究
所
主
催
の

「漢
簡
研
究
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
九

二
」
が
開
催
さ
れ
た
。
中
国

。
台
湾
で
漢
簡
研
究
に
携
わ
る
九
名
の
報
告

を
も
と
に
し
て
、
東
洋
史

。
日
本
史

・
書
道
史
等
の
分
野
の
研
究
者
に
よ

る
活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

報
告
は
以
下
の
と
お
り
。

徐
率
芳

「中
国
に
お
け
る
漢
簡
発
掘
の
現
状
」
、
初
世
賓

「居
延
新
簡
の

歴
史
研
究
に
対
す
る
貢
献
」
、
岳
邦
湖

「
エ
チ
ナ
川
流
域
漢
代
遺
跡
の
現

状
」
、
那
義
田

「中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所
蔵
居
延
漢
簡
整
理
工

作
筒
報
」
、
呉
励
緩

「敦
埋
馬
圏
湾
出
土
漢
筒
の
特
色
」
何
双
全

「漢
簡

中
の
符
伝
と
過
所
」
、
李
永
良

「敦
煙
漢
簡
中
の
西
域
史
料
の
問
題
に
つ

い
て
」
、
彰
浩

「湖
北
省
江
陵
出
土
漢
簡
概
説
」
、
李
学
勤

「湖
北
省
江
陵

張
家
山
出
土
漢
律
竹
簡
」




